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道

中務省に関する一考察（黛）

　
中
務
省
が
律
令
官
制
の
中
枢
を
な
す
八
省
の
う
ち
で
も
殊
に
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
長
官
た
る
卿
の
相
当
位
が
他
の
七
省
の

長
官
の
そ
れ
よ
り
一
階
高
い
正
四
位
上
で
あ
る
（
官
位
令
）
と
い
う
事
実
か
ら
も
容
易
に
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
如
何
な

る
理
由
に
因
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
充
分
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
わ
が
律
令
官

制
研
究
の
一
環
と
し
て
中
務
省
の
性
格
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

一
　
名

義

　
中
務
省
を
和
名
抄
（
五
官
名
）
に
「
奈
加
乃
萬
豆
利
古
止
乃
豆
加
佐
」
と
訓
み
、
中
務
卿
を
官
位
令
義
解
に
「
ナ
カ
ノ
政
ス
ル
司
ノ
カ

ミ
」
と
傍
訓
し
て
い
る
の
を
引
く
ま
で
も
な
く
中
務
省
は
正
式
に
は
「
な
か
の
ま
つ
り
ご
と
の
つ
か
さ
」
或
は
「
な
か
の
ま
つ
り
ご
と
す
る

つ
か
さ
」
と
訓
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
屡
こ
れ
を
「
な
か
つ
か
さ
し
よ
う
」
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
の
場
合
「
な
か
つ
か

　
　
　
な
か
の
ま
つ
り
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
の
つ
か
さ

さ
」
は
中
務
の
訓
と
は
い
え
な
い
か
ら
中
省
の
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
令
集
解
（
三
中
務
省
）
所
引
の
跡
記
が
「
中
務
省
、

譲
」
と
い
・
て
い
る
よ
う
に
「
な
か
（
の
）
つ
か
さ
」
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
本
来
の
訓
の
・
う
に
も
歪
ら
れ
・
の
で
あ
・
。
三
」
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中務省に関する一考察（黛）

で
想
起
し
た
い
の
は
天
武
朝
に
お
け
る
六
官
制
、
お
よ
び
浄
御
原
令
制
に
お
け
る
八
官
制
で
あ
る
（
青
木
和
夫
氏
「
浄
御
原
令
と
古
代

官
僚
制
」
古
代
学
三
i
二
）
。
青
木
氏
に
よ
れ
ば
浄
御
原
令
制
の
も
と
で
は
中
央
に
従
来
の
法
官
・
理
官
・
民
官
・
兵
政
官
・
刑
官
・
大
蔵

の
六
官
に
加
え
て
中
官
と
宮
内
官
の
計
八
官
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
な
か
（
の
）
つ
か
さ
」
の
訓
が
、
こ
の
中
官
か
ら

出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
式
部
省
を
「
乃
利
乃
豆
加
佐
」
（
和
名
抄
、
以
下
同
じ
）
と
訓
む
の
が
「
法
官
」
に
由
来

し
、
治
部
省
の
「
乎
佐
牟
留
都
加
佐
」
が
「
理
官
」
に
、
民
部
省
の
「
多
美
乃
都
加
佐
」
が
「
民
官
」
に
、
刑
部
省
の
「
宇
多
倍
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
タ
ヘ
ノ
ツ
ヵ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
コ
ト
ワ
ル
ツ
カ
サ

都
加
佐
」
　
（
三
代
実
録
貞
観
七
年
三
月
七
日
条
に
「
承
前
之
例
、
訓
二
刑
部
省
一
号
二
訴
訟
之
司
一
…
…
望
請
、
訓
二
刑
部
省
一
将
・
号
二
判
法
之
司
一
…
…
有
・

　
　
　
　
　
ウ
タ
ヘ
タ
タ
ス
ツ
カ
サ

勅
云
、
宜
レ
号
二
定
訟
之
司
こ
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
は
「
ウ
タ
ヘ
ノ
ツ
カ
サ
」
、
以
後
は
「
ウ
タ
ヘ
タ
ダ
ス
ッ
カ
サ
」
　
（
和
名
抄
に
は
「
宇
多
倍
多
々
須

都
加
佐
」
と
あ
る
）
と
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
和
名
抄
の
訓
を
借
り
て
「
ウ
タ
ヘ
ノ
ツ
カ
サ
」
を
右
の
よ
う
に
示
し
た
）
が
「
刑

官
」
に
そ
れ
ぞ
れ
由
来
す
る
こ
と
は
、
そ
の
文
字
か
ら
い
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
式
部
省
等
の
表
記
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
は
得
難
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
想
い
併
せ
る
と
、
　
「
な
か
（
の
）
つ
か
さ
」
が
中
官
な
る
官
名
に
由
来
す
る
と
の
想
定
、
な
い
し
は
浄
御
原
令
に
お

い
て
中
官
が
存
在
し
た
と
の
推
定
は
支
持
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
大
宝
令
に
至
り
、
官
名
は
二
字
で
表
記
す
る
こ
と
を

大
原
則
と
し
て
打
ち
出
し
た
だ
め
、
こ
こ
に
官
名
表
記
の
一
大
改
正
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
民
官
・
刑
官
は
民
部
省
・
刑
部
省
と

部
字
を
加
え
て
二
字
と
し
、
か
つ
官
を
省
と
改
め
た
が
、
法
官
・
理
官
は
式
部
・
治
部
と
二
字
を
全
く
改
め
、
兵
政
官
は
政
を
部
と
改

め
て
他
と
の
統
一
を
は
か
り
、
宮
内
官
は
官
を
省
に
改
め
る
に
と
ど
め
、
大
蔵
は
省
の
字
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
中
官
に
つ
い
て
は
右
の
い
ず
れ
の
例
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
独
自
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
他
の
七
省
に

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
ず
る
な
ら
ば
中
部
省
と
で
も
改
正
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
中
務
省
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
務
卿
が
七
省
卿
よ
り
相
当

位
が
高
い
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
く
、
中
務
省
を
他
の
七
省
と
殊
更
区
別
す
る
意
図
を
も
つ
も
の
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
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元
来
、
務
に
は
「
政
事
」
の
意
味
が
あ
り
（
諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞
典
二
」
）
、
本
来
、
宮
中
の
事
（
政
事
）
を
掌
る
官
庁
（
職
原
抄
）
と

い
う
意
味
で
中
務
の
字
を
充
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
の
ち
に
は
中
務
省
を
「
な
か
の
つ
か
さ
」
と
訓
ん
だ
の
で
は
務
の
字
を
訓
ん
だ

こ
と
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
訓
み
込
ん
で
「
な
か
の
ま
つ
り
ご
と
の
つ
か
さ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
中
務
省
の
前
身
と
し
て
大
宝
令
以
前
の
浄
御
原
令
制
下
に
「
中
官
」
な
る
官
庁
の
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
中
務
省
が
他

の
七
省
よ
り
一
段
上
位
の
官
庁
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
名
称
か
ら
も
首
肯
で
き
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
中
務
省
の
職
掌
内
容
の
検
討
か
ら
、
そ
の
特
色
・
性
格
を
探
っ
て
み
た
い
。

中務省に関する一考察（黛）

二
　
職

掌

　
職
員
令
義
解
に
よ
り
中
務
卿
の
職
掌
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
掌
下
侍
従
、
献
替
、
賛
調
相
礼
儀
一
、
審
＝
署
詔
勅
文
案
一
、
受
レ
事
覆
奏
、
宣
旨
、
労
問
、
受
コ
納
上
表
一
、
．
監
コ
修
国
史
一
、
及
女
王
・

　
内
外
命
婦
．
宮
人
等
名
帳
・
考
叙
・
位
記
、
諸
国
戸
籍
、
租
調
帳
、
僧
尼
名
籍
事
加

　
右
の
職
掌
を
み
る
と
、
他
の
官
職
と
相
関
渉
す
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
侍
従
」
は
大
納
言

の
職
掌
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
官
名
と
し
て
の
侍
従
と
も
関
係
が
深
い
と
想
像
さ
れ
る
。
献
替
・
宣
旨
も
ま
た
大
納
言
の

職
掌
中
に
見
え
る
し
、
戸
籍
・
租
調
帳
は
民
部
省
や
大
蔵
省
の
職
掌
と
も
重
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
中
務
卿
の
職
掌
は
か
な
り
雑
多
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
ら
し
く
、
そ
れ
は
中
務
省
の
成
立
過
程
を
反
映

し
、
そ
の
性
格
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
い
ま
中
務
卿
の
職
掌
を
ひ
と
つ
ず
つ
他
と
比
較
し
て
表
示
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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中務省に関する一考察（黛）

中
務
卿
の
職
掌

㈲
04　　　（L零｝　　（卑オ　　　（巨）　　（IO　　　（9）　　（8）　　　（7）　　　（6）　　（5）　　　（4）　　（3）　　（2）　　　　（1）

侍
従

献
替

賛
一
一
相
礼
儀
「

審
二
署
詔
勅
文
案
一

受
レ
事
覆
奏

宣
旨

労
問

受
納
上
表

監
二
修
国
史
一

諸
国
戸
籍
・

租
調
帳

僧
尼
名
籍

位考名
記叙帳

同
一
乃
至
類
似
の
職
掌
〔
（
）
で
示
す
〕
と
そ
の
官
名

大
納
言
（
侍
従
）
・
侍
従
（
常
侍
）

大
納
言
（
献
替
）
・
侍
従
（
規
諌
）

　
外
記
（
勘
二
詔
奏
一
）

（
参
考
）

　
大
納
言
（
覆
奏
、
詔
書
式
に
見
え
る
）

　
大
納
言
（
宣
旨
）

（
参
考
）

　
凡
大
将
…
…
凱
旋
之
日
奏
遣
使
郊
労
（
謂
中
務
所
奏
遣
也
　
軍
防
令
に
見
え
る
）

（
参
考
）

凡
有
事
陳
意
見
欲
封
進
者
、
即
任
封
上
、
少
納
言
受
得
奏
聞
（
公
式
令
に
見
え
る
）

中
務
省
図
書
頭
（
修
撰
国
史
）

　
宮
内
省
正
親
正
（
皇
親
名
籍
）

中
務
省
縫
殿
頭
（
女
王
及
内
外
命
婦
・
宮
人
名
帳
、
考
課
）

　
中
務
丞
（
宮
人
考
課
）

　
民
部
卿
（
諸
国
戸
口
名
籍
）
京
職
以
下
地
方
官
（
戸
口
簿
帳
、
戸
口
名
籍
）

　
京
職
以
下
地
方
官
（
租
調
）
民
部
省
主
税
頭
（
諸
国
田
租
）
同
主
計
頭
　
（
計
納
調
）
大
蔵
卿
（
諸
国
調
）

治
部
省
玄
蕃
頭
（
僧
尼
名
籍
）
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中務省に関する一考察（黛）

　
こ
の
表
を
み
る
と
ω
②
⑥
の
三
点
に
つ
い
て
は
大
納
言
と
中
務
卿
の
職
掌
は
全
く
同
じ
で
あ
る
し
、
「
侍
従
．
献
替
」
が
侍
従
の
「
常

侍
・
規
諌
」
と
そ
れ
ほ
ど
異
な
る
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
（
献
替
と
規
諫
と
は
事
の
大
小
に
よ
る
差
に
す
ぎ
な
い
）
。
⑨
お
よ
び
⑩
⑪
働
が
中

務
省
被
管
の
図
書
寮
・
縫
殿
寮
の
本
来
の
職
掌
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
中
務
卿
は
こ
れ
ら
の
官
司
の
監
督
者
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
諸
点
を
中
務
卿
な
い
し
中
務
省
に
固
有
の
職
掌
と
も
見
倣
し
が
た
い
。
⑬
㊥
に
つ
い
て
は
と
く
に
民
部
省
に
よ
く
似
て
い
る
。

租
調
の
実
物
は
地
方
諸
国
お
よ
び
大
蔵
省
で
直
接
取
り
扱
う
が
、
民
部
省
・
主
計
・
主
税
二
寮
は
い
ず
れ
も
帳
簿
の
上
で
こ
れ
を
管
理

す
る
の
で
あ
っ
て
（
主
計
頭
の
職
掌
に
「
計
納
調
及
雑
物
」
と
あ
り
、
ま
た
「
支
度
国
用
」
に
つ
い
て
集
解
所
引
令
釈
に
「
依
一
許
帳
一
而
計
二
丁

数
一
、
以
勘
二
当
年
可
レ
輸
物
井
可
レ
用
之
数
ご
と
あ
り
、
ま
た
主
税
頭
の
職
掌
の
「
出
納
」
に
つ
き
集
解
跡
記
が
「
出
挙
笄
出
用
及
所
一
一
収
納
一
之
数
等
、

依
二
税
帳
一
善
勘
知
耳
」
と
あ
る
の
で
も
知
ら
れ
る
。
）
、
中
務
省
も
、
こ
れ
と
同
様
全
く
実
物
に
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
帳
簿
の
保
管

に
当
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戸
籍
も
三
通
造
る
う
ち
の
二
通
が
太
政
官
送
に
ら
れ
（
戸
令
）
、
こ
れ
が
中
務
省
と
民
部
省
に
一
通
ず
つ
保
管

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
残
り
の
一
通
は
国
に
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
行
政
の
上
に
意
味
を
も
つ
も
の
は
こ
れ
だ
け
で

あ
っ
た
。
⑬
㊥
が
も
っ
ぱ
ら
帳
簿
の
保
管
と
、
そ
の
内
容
の
数
字
上
の
把
握
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
⑮
も
治
部
省

玄
蕃
寮
の
職
掌
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
毎
年
造
る
三
通
の
う
ち
中
央
へ
送
ら
れ
る
二
通
が
中
務
省
と
治
部
省
に
分
置
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
中
務
省
と
僧
尼
と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
第
二
義
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
務
省
本
来
の
職
掌
と
い
う
べ
き
も
の
は
③
ω
㈲
⑦
⑧
な
ど
の
数
点
に
絞
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
中

務
省
独
自
の
も
の
と
は
言
い
難
い
点
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
ω
の
「
審
＝
署
詔
勅
文
案
一
」
で
あ
る
が
、
太
政
官
の
外
記
の
「
勘
二

詔
奏
一
」
と
い
う
職
掌
と
全
く
無
縁
の
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
⑤
の
「
受
事
覆
奏
」
に
し
て
も
公
式
令
詔
書
式
に
「
右
御
書
日
者
、
留
二

中
務
省
一
為
レ
案
。
別
写
二
一
通
一
、
印
署
送
二
太
政
官
一
、
大
納
言
覆
奏
」
と
あ
っ
て
「
覆
奏
」
は
中
務
省
だ
け
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。

⑧
の
「
受
納
上
表
」
も
公
式
令
陳
意
見
条
に
よ
れ
ば
意
見
の
封
上
（
こ
れ
も
上
表
の
一
種
で
あ
ろ
う
）
に
当
っ
て
は
少
納
言
が
こ
れ
を
受
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け
て
天
皇
に
取
次
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
少
納
言
が
中
務
省
の
侍
従
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑦
の

「
労
問
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外
に
わ
が
律
令
に
所
見
は
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
わ
が
内
舎
人
の
原
型
の
一
つ
で
あ
る
唐
の
中
書
舎

人
の
職
掌
に
「
労
問
」
の
文
字
が
見
え
（
通
典
）
、
内
舎
人
の
い
ま
一
つ
の
原
型
た
る
通
事
舎
人
が
軍
旅
の
凱
還
に
は
郊
逝
す
る
（
六
典
〉

な
ど
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
労
問
は
中
務
省
に
属
す
る
内
舎
人
固
有
の
職
掌
と
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
員
令
の
内
舎
人
の
職

掌
に
「
掌
下
帯
レ
刀
宿
衛
、
供
二
奉
雑
使
一
。
若
駕
行
分
中
衛
前
後
上
」
と
あ
る
中
の
雑
使
の
中
に
「
労
問
」
　
「
郊
労
」
の
こ
と
は
含
ま
れ
る

と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
残
っ
た
も
の
は
③
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
賛
＝
相
礼
儀
一
」
は
義
解
に
「
言
レ
助
ゴ
導
人
君
之
礼
儀
こ
と
あ
る
よ
う
．
に
も
っ

ぱ
ら
天
皇
の
礼
儀
を
助
け
て
導
く
こ
と
で
あ
り
、
集
解
令
釈
の
如
く
「
兼
亦
晦
劃
正
臣
下
之
進
退
一
」
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
御
所
内
の
こ
と
で
（
集
解
跡
記
）
、
そ
れ
以
外
の
宮
内
す
な
わ
ち
宮
門
以
内
に
つ
い
て
は
内
礼
司
、
そ

の
外
は
弾
正
台
や
式
部
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
賛
相
礼
儀
」
こ
そ
は
中
務
省
に
最
も
固
有
な
職
掌
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
は
ま
た
か
な
り
道
徳
的
性
格
が
強
く
、
あ
ま
り
実
質
的
な
職
務
と
は
い
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
中
務
省
と
い
う
も
の
の
性

格
を
ま
ず
こ
の
点
に
お
い
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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三
　
唐
制
と
の
比
較

　
さ
て
、
わ
が
律
令
官
制
を
理
解
す
る
た
め
に
中
国
の
そ
れ
、
特
に
唐
の
官
制
を
参
照
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
制
度
の
影
響
、
ま
た
わ
が
固
有
の
制
度
の
残
存
、
そ
し
て
日
中
双
方
の
制
度
の
か
か
わ
り
と
そ
の
過
程
な
ど

を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
こ
で
本
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
際
、
官
職
の
唐
名
を
手
が
か
り
に
す
る
の
が
一
つ
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の
方
法
で
あ
ろ
う
。

　
中
務
省
の
唐
名
と
い
え
ば
す
ぐ
に
中
書
省
の
名
が
脳
裏
に
浮
ぶ
。
し
か
る
に
中
務
省
の
長
官
た
る
中
務
卿
の
唐
名
に
は
中
書
令
の
ほ

か
に
門
下
侍
中
（
門
下
省
の
長
官
）
が
あ
る
（
「
読
史
備
要
」
を
参
照
し
た
）
。
そ
も
そ
も
中
書
省
と
門
下
省
と
は
唐
に
お
い
て
全
く
そ
の
存

在
意
義
を
異
に
す
る
官
庁
で
あ
る
。
中
書
省
が
宮
廷
の
文
書
・
詔
勅
を
掌
り
、
い
わ
ぽ
天
子
の
秘
書
官
府
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
門
下
省
は
上
奏
詔
勅
の
審
議
に
当
り
、
拒
否
権
を
も
つ
、
い
わ
ば
貴
族
勢
力
の
牙
城
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
両

者
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
中
書
令
と
門
下
侍
中
と
は
全
く
利
害
相
反
す
る
官
職
で
あ
っ
た
。

　
か
よ
う
に
、
そ
の
性
格
を
全
く
異
に
す
る
唐
名
が
中
務
卿
に
与
え
ら
れ
て
い
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
中

書
令
．
門
下
侍
中
の
職
掌
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
唐
六
典
」
に
当
る
と
、
中
書
令
に
つ
い
て

　
　
中
書
令
之
職
掌
下
軍
国
之
政
令
、
　
緯
劃
熈
帝
載
一
、
統
翻
和
天
人
「
、
入
則
告
レ
之
、
出
則
奉
レ
之
、
以
麓
二
萬
邦
一
、
以
度
中
百
揆
上
、
蓋

　
以
佐
二
天
子
一
而
執
＝
大
政
一
者
也
。

　
と
あ
り
、
ま
た
門
下
侍
中
に
つ
い
て
は

　
　
侍
中
之
職
掌
下
出
＝
納
帝
命
「
、
緯
＝
熈
皇
極
「
、
総
＝
典
吏
職
一
、
賛
二
相
礼
儀
「
、
以
和
＝
萬
邦
一
、
以
弼
中
庶
務
上
、
蓋
以
佐
＝
天
子
一
而

　
統
＝
大
政
一
者
也
。

　
と
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
門
下
侍
中
の
職
掌
に
「
賛
相
礼
儀
」
と
あ
る
の
が
注

目
さ
れ
る
が
、
　
「
六
典
」
に
よ
る
か
ぎ
り
、
両
者
い
ず
れ
も
、
わ
が
中
務
卿
の
職
掌
と
は
か
な
り
の
隔
り
が
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
「
通
典
」
に
拠
っ
て
み
る
と
中
書
令
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
按
二
令
文
一
、
掌
侍
従
、
献
替
、
制
救
、
冊
命
、
敷
奏
文
表
、
授
冊
、
監
起
居
注
、
総
判
省
事
。

　
こ
れ
は
中
務
卿
の
職
掌
に
か
な
り
似
て
い
る
。
次
に
門
下
侍
中
に
つ
い
て
同
じ
く
通
典
に
は
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按
令
文
、
掌
侍
従
、
負
寳
、
献
替
、
賛
相
礼
儀
、
審
署
奏
抄
、
駁
正
違
失
、
監
封
題
、
給
駅
券
、
監
起
居
注
、
総
判
省
事
。

と
あ
り
、
こ
れ
ま
た
わ
が
中
務
卿
の
職
掌
に
酷
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
両
者
と
も
な
お
中
務
卿
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
更
に
中
書
侍
郎
以
下
の
中
書
省
官
人
、
門
下
侍
郎
以
下

の
門
下
省
官
人
に
つ
い
て
そ
の
職
掌
を
尋
ね
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
中
書
侍
郎
は
通
典
に

　
　
掌
侍
従
、
献
替
、
制
敷
、
冊
命
、
敷
奏
文
表
、
通
判
省
事
。

　
と
あ
り
、
中
書
舎
人
に
つ
い
て
は
同
書
に

　
　
掌
詔
詰
、
侍
従
、
署
敷
、
宣
旨
、
労
問
、
授
納
訴
訟
、
敷
奏
文
表
、
分
判
省
事
。

　
と
あ
り
、
通
事
舎
人
に
つ
い
て
は

　
　
掌
通
奏
、
引
納
、
辞
見
、
承
旨
、
宣
労
。

　
と
あ
る
。
　
「
労
問
」
　
（
「
宣
労
」
は
「
宣
旨
労
問
」
の
こ
と
）
の
語
が
見
え
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
次
に
門
下
侍
郎
以
下
に
つ
き
同
じ
く
通
典
に
記
す
と
こ
ろ
を
見
よ
う
。
門
下
侍
郎
に
つ
い
て
は

　
　
掌
侍
従
、
署
奏
抄
、
駁
正
違
失
、
通
判
省
事
。

　
と
あ
り
、
給
事
中
に
つ
い
て
は

　
　
掌
侍
従
、
読
署
奏
抄
、
駁
正
違
失
、
分
判
省
事
、
若
侍
中
侍
郎
並
閾
、
則
監
封
題
、
給
駅
券
。

　
と
み
え
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
職
掌
の
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。

　
こ
こ
で
、
以
上
の
諸
官
を
中
務
卿
と
比
較
し
て
、
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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中
　
務
　
卿

月
侍
徒

234

献
替

賛
相
礼
儀

審
署
詔
勅
文
案

中
書
令

万
従

567891011121314：15

献
替

受
事
覆
奏

宣
旨

労
問

受
納
上
表

監
修
国
史

女
王

内
外
命
婦
考
叙

宮
人
等

位　名
記　帳

諸
国
戸
籍
・

租
調
帳

僧
尼
名
籍

（
監
起
居
注
）

「
中
書
侍
郎

一
侍
従

献
替

中
書
舎
人

侍
従

労
問

門
下
侍
中

侍
従

献
替

賛
相
礼
儀

一（
ﾄ
起
居
注
）

門
下
侍
郎

可
従

，

可
下
給
事
中

一
侍
従

備

考

　礼
掌部
i郎
i中
宮
人

　　吏
婦掌部
告封司
身爵封
　皇郎
　之中
　枝
　族
　及
　諸
　親
　内
　外
　命

戸
部
郎
中

　
掌
戸
口
籍
帳
…
…

礼
部
祠
部
郎
中

　
掌
…
…
僧
尼
簿
籍

　
こ
の
表
に
よ
り
ω
「
侍
従
」
、
②
「
献
替
」
、
③
「
賛
相
礼
儀
」
、
⑦
「
労
問
」
は
全
く
一
致
す
る
こ
と
、

が
⑨
「
監
修
国
史
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
等
を
、
と
り
あ
え
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

彼
の
「
監
起
居
注
」
が
わ
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次
に
、
　
「
六
典
」
に
よ
る
と
中
書
令
の
職
掌
の
く
だ
り
に

　
　
凡
王
言
之
制
有
七
、
一
日
冊
書
、
二
日
制
書
、
三
日
慰
労
制
書
、
四
日
発
日
敷
、
五
日
敷
旨
、
六
日
論
事
敷
書
、
七
日
敷
牒

　
　
（
審
力
）

　
皆
宣
署
申
覆
而
施
行
焉
。

と
あ
る
の
は
、
わ
が
中
務
卿
の
職
掌
ω
の
「
審
署
詔
勅
文
案
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
　
「
六
典
」
の
門
下
侍
中
の
職
掌
の
く
だ
り
に

　
　
凡
下
之
通
干
上
、
其
制
有
六
、
一
日
奏
抄
、
二
日
奏
弾
、
三
日
露
布
、
四
日
議
、
五
日
表
、
六
日
状
。

　
皆
審
署
申
覆
而
施
行
焉
。

　
と
あ
る
の
は
、
わ
が
⑤
受
事
覆
奏
、
⑧
受
納
上
表
な
ど
に
相
渉
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
書
の
門
下
給
事
中
の
項
の
「
凡
制
敷

宣
行
、
大
事
則
称
揚
徳
沢
、
褒
美
功
業
、
覆
奏
而
請
施
行
…
…
」
も
こ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
受
納
上
表
が
中
書
令
以
下
の
敷
奏
文
表

と
か
か
わ
る
と
こ
ろ
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
唐
制
で
は
上
表
に
は
門
下
省
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
、
厳
密
に
は
彼
我
の

制
は
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
審
署
奏
抄
」
は
ω
の
「
審
署
詔
軟
文
案
」
と
は
下
言
と
上
言
の
差
が
あ
る
が
、
審
署
の
語
は
彼
に
引
か
れ
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　
わ
が
⑥
「
宣
旨
」
に
当
る
も
の
は
彼
の
「
制
敷
」
　
「
冊
命
」
　
「
詔
話
」
　
「
敷
宣
旨
」
、
あ
る
い
は
「
授
冊
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ

し
中
務
卿
の
職
掌
と
し
て
の
宣
旨
は
侍
従
の
宣
命
、
す
な
わ
ち
小
事
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
大
納
言
の
そ
れ
が
大
事
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
の
と
、
事
の
大
小
に
差
が
あ
る
（
令
集
解
）
か
ら
、
右
に
あ
げ
た
唐
制
の
す
べ
て
が
、
こ
こ
に
当
て
嵌
る
と
は
い
い
難
い
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
も
と
も
と
、
唐
で
中
書
令
が
国
政
参
議
の
官
す
な
わ
ち
、
宰
相
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
な
ら
っ
た
わ
が

中
務
卿
が
、
国
務
分
掌
の
官
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
相
違
に
由
来
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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以
上
、
中
務
卿
と
中
書
令
以
下
の
諸
官
お
よ
び
門
下
侍
中
以
下
の
諸
官
と
を
比
較
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
中
務
卿
が

唐
名
を
中
書
令
と
い
い
、
或
は
門
下
侍
中
と
い
う
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
務
卿
の
職
掌
は
そ
の
重
要
な
点
に
お
い

て
中
書
令
・
門
下
侍
中
の
そ
れ
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
が
中
務
省
は
唐
の
中
書
門
下
二
省
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
も

の
と
考
え
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
中
務
省
の
唐
名
を
中
書
省
と
は
い
っ
て
も
門
下
省
と
呼
ん
だ
例
は
な
い
。
こ
の

こ
と
は
日
本
の
令
制
で
は
門
下
省
の
系
統
を
引
く
大
・
少
納
言
が
独
立
せ
し
め
ら
れ
ず
尚
書
省
の
系
統
を
引
く
太
政
官
の
中
に
吸
収
せ

ら
れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
）
。
　
日
本
に
は
唐
名
門
下
省
に
相
当
す
る
官
庁
は
独
立
を
許
さ
れ
ず
、

そ
の
性
格
は
太
政
官
と
中
務
省
と
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
官
職
名
と
し
て
の
門
下
侍
中
が
わ
が
中
務
卿
に
相
当
す
る
と

し
て
も
官
庁
名
と
し
て
の
門
下
省
が
わ
が
中
務
省
に
は
当
ら
な
い
と
い
う
一
見
奇
異
な
る
現
象
も
起
こ
り
得
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
原
因
は
唐
制
と
日
本
の
制
の
相
違
、
さ
ら
に
い
え
ば
唐
制
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ

っ
た
。
唐
制
に
お
け
る
中
書
令
・
中
書
侍
郎
・
中
書
舎
人
等
の
職
掌
、
さ
ら
に
門
下
侍
中
・
門
下
侍
郎
・
門
下
給
侍
中
等
の
職
掌
を
一

瞥
し
て
気
付
く
こ
と
は
両
者
は
互
に
か
な
り
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
書
・
門
下
二
省
の
職
掌
は
か
な
り
重

複
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
伝
統
と
し
て
貴
族
の
利
益
を
代
表
す
る
門
下
省
が
、
帝
王
の
利
益
を
代
表
す
る
中
書
省
と
相

対
立
し
、
中
書
省
の
仕
事
を
門
下
省
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
建
て
前
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
書
省
と
門
下
省
が
そ
の
職

掌
に
お
い
て
相
近
似
す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
の
は
、
両
者
の
利
害
が
相
対
立
す
る
が
故
に
、
互
に
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
目
的
に
も
と
ず
く
も

の
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
大
原
則
を
必
ず
し
も
忠
実
に
は
継
承
し
な

か
っ
た
。
門
下
省
の
機
能
は
極
端
に
軽
視
さ
れ
て
、
そ
れ
に
相
当
す
る
独
立
官
庁
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
太
政
官
中
に
大
・

少
納
言
が
置
か
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
ま
た
、
い
っ
ぽ
う
で
大
納
言
・
中
務
卿
が
門
下
侍
中
の
唐
名
を
共
有
す
る
所
以
で
も
あ
っ
た
。

　
で
は
、
中
務
省
を
中
書
省
、
中
務
卿
を
中
書
令
に
比
定
す
る
こ
と
が
妥
当
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
も
問
題
は
あ
る
。
唐
の
中
書
令
は
、
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中務省に関する一考察（黛）

先
に
も
見
た
如
く
「
掌
軍
国
之
政
令
、
緯
熈
帝
命
、
統
和
天
人
、
入
則
告
之
、
出
則
奉
之
、
以
麓
萬
邦
、
以
度
百
揆
、
蓋
以
佐
天
子
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

執
大
政
者
也
」
　
（
六
典
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
議
政
官
で
あ
り
、
　
「
大
唐
侍
中
、
中
書
令
是
真
宰
相
」
　
（
通
典
）
と
い
わ

れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
中
書
侍
郎
で
も
「
掌
試
レ
令
之
職
。
凡
邦
国
之
庶
務
、
朝
廷
之
大
政
、
皆
参
議
焉
」
　
（
六
典
）
と
あ
る
よ
う
に
朝

政
参
議
の
官
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
尚
書
省
の
下
に
あ
る
六
部
の
長
官
が
庶
務
を
分
掌
す
る
の
と
は
歴
然
た
る
差
が
あ
っ
た
。

　
原
則
的
に
彼
の
中
書
省
を
模
し
た
わ
が
中
務
省
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
太
政
官
の
下
に
属
す
る
八
省
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
こ

の
点
に
お
い
て
彼
我
の
制
度
は
根
本
的
に
異
な
る
し
、
彼
が
国
政
参
議
の
職
を
有
す
る
の
に
対
し
て
此
は
庶
務
の
分
掌
に
と
ど
ま
り
、

参
議
の
権
限
を
有
し
な
い
点
も
大
き
な
差
違
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
中
務
省
が
八
省
の
う
ち
で
一
段
格
が
高
い
と
さ
れ
た
の
は
、
模
範
と
な
っ
た
唐
の
中
書
省
の
前
述
の
如
き
性
格
を
顧
慮
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
一
応
の
ま
と
め
を
つ
け
て
お
く
と
、
わ
が
令
制
は
唐
令
を
模
範
と
し
な
が
ら
も
尚
書
．
中
書
．
門
下
三
省
鼎
立
の
原
則
を
そ

の
ま
ま
採
る
こ
と
を
せ
ず
、
尚
書
省
に
相
当
す
る
太
政
官
に
門
下
省
の
機
能
の
一
半
を
吸
収
し
、
い
っ
ぽ
う
中
書
省
に
相
当
す
る
中
務
省

を
太
政
官
下
の
八
省
の
一
つ
と
し
、
国
政
を
太
政
官
に
よ
り
統
一
的
に
運
用
す
る
体
制
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
門
下
省
相
当
官
庁
の

独
立
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
貴
族
の
発
言
権
は
抑
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
天
子
の
秘
書
官
府
と
も
い
う
べ
き
中

書
省
相
当
官
庁
た
る
中
務
省
を
太
政
官
か
ら
分
離
し
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、
帝
権
獲
保
の
た
め
三
省
分
立
制
を
と
っ
た
唐
よ
り
、
帝

王
権
力
は
安
定
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
こ
の
よ
う
な
推
考
が
当
っ
て
い
る
と
す
れ
ぽ
、
か
か
る
原
則
が
定
め
ら
れ

た
の
は
大
宝
令
に
お
い
て
は
じ
め
て
と
す
る
よ
り
も
、
浄
御
原
令
に
お
い
て
す
で
に
見
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
。
な

ぜ
な
ら
、
右
の
如
き
原
則
は
天
皇
権
力
の
顕
著
な
る
上
昇
期
、
す
な
わ
ち
天
武
朝
お
よ
び
持
統
朝
の
初
期
に
お
け
る
所
産
で
あ
っ
て
、

持
統
朝
中
期
以
降
文
武
朝
に
至
る
貴
族
勢
力
の
復
活
期
の
そ
れ
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
ま
た
中
務
省
の
前
身
た
る
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中
官
の
成
立
を
浄
御
原
令
と
す
る
先
の
推
測
と
も
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

四
　
侍

従

中務省に関する一考察（黛）

　
中
務
省
に
は
卿
以
下
の
四
等
官
以
外
に
各
種
の
職
員
が
包
含
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
検
討
も
ま
た
中
務
省
と
い
う
も
の
の
性

格
を
理
解
す
る
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
侍
従
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
と

し
た
い
。

　
侍
従
は
「
常
侍
、
規
諌
、
拾
遺
、
補
闘
」
　
（
職
員
令
義
解
）
を
そ
の
任
と
し
、
定
員
八
名
の
中
に
少
納
言
三
名
が
含
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
（
同
上
）
。
そ
の
相
当
位
は
少
納
言
と
同
じ
く
従
五
位
下
（
官
位
令
義
解
）
、
唐
名
を
散
騎
常
侍
、
拾
遺
、
補
閾
、
中
謝
な
ど

と
い
う
（
読
史
備
要
参
照
）
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
少
納
言
と
侍
従
と
の
関
係
を
唐
制
と
比
較
し
つ
つ
検
討
し
て
み
よ
う
。
少
納
言
の
唐
名
は
給
事
中
或
は
門
下
給
事
中
で

あ
っ
て
、
門
下
省
系
統
の
官
で
あ
る
。
こ
れ
が
太
政
官
中
に
含
ま
れ
る
の
で
、
一
名
を
尚
書
郎
と
も
い
っ
た
が
、
も
と
よ
り
本
質
は
門
下
省

の
系
統
を
引
く
官
職
で
あ
る
（
ア
」
の
こ
と
も
後
日
の
発
表
を
期
し
て
い
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
少
納
言
が
い
っ
ぽ
う
で
は
中
書
省
の
系
統
に

連
な
る
中
務
省
の
職
員
た
る
侍
従
で
も
あ
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
官
制
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
唐
制
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
務

卿
の
職
掌
が
中
書
令
・
門
下
侍
中
の
職
掌
の
ど
ち
ら
に
も
似
て
い
た
よ
う
に
、
侍
従
も
ま
た
そ
の
中
に
少
納
言
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て

中
書
門
下
の
両
省
に
か
か
わ
る
性
格
を
も
つ
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
侍
従
を
そ
の
唐
名
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
唐
制
で
は
散
騎
常
侍
・
拾
遺
・
補
閾
に
は
左
右
の
別
が
あ
り
、
そ
の
左
は
門
下

省
に
、
そ
の
右
は
中
書
省
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
職
掌
は
全
く
同
じ
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
「
六
典
」
に
よ
っ
て
そ

れ
を
示
す
と
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中務省に関する一考察（黛）

　
　
左
散
騎
常
侍
、
掌
侍
奉
、
規
調
、
備
顧
問
鷹
対
。

　
　
諌
議
大
夫
、
掌
侍
従
、
蟹
相
、
規
諫
、
誠
諭
。

　
　
左
補
闘
・
拾
遺
、
掌
供
奉
、
課
諌
、
唇
従
乗
輿
。

　
　
右
散
騎
常
侍
、
掌
如
左
散
騎
常
侍
之
職
。

　
　
右
補
閾
・
拾
遺
、
掌
如
左
補
閾
拾
遺
之
職
。

　
の
如
く
で
あ
る
。
唯
、
通
典
は
散
騎
常
侍
、
諫
議
大
夫
い
ず
れ
も
「
掌
侍
従
規
諌
」
と
す
る
。
定
員
は
諌
議
大
夫
の
四
人
を
除
け
ば
、

左
右
各
二
人
ず
つ
、
即
ち
左
右
計
六
人
ず
つ
で
、
諫
議
大
夫
を
加
え
る
と
総
勢
十
六
人
、
わ
が
侍
従
の
ち
ょ
う
ど
二
倍
と
な
る
。
侍
従

八
人
と
い
う
定
員
も
案
外
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
右
の
諸
官
は
皆
官
品
を
異
に
し
、
散
騎
常
侍
は
従
三
品
、
諫
議
大
夫
は
正
五
品
上
、
補
闘
は
従
七
品
上
、
拾
遺
は
従
八

品
上
で
あ
り
、
侍
従
の
従
五
位
下
相
当
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
侍
従
の
職
掌
は
唐
制
と
全
く
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
は

右
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
侍
従
の
「
常
侍
」
は
散
騎
常
侍
の
「
侍
奉
」
、
諫
議
大
夫
の
「
侍
従
」
、
補
閾
．
拾
遺
の
「
供

奉
」
に
お
よ
そ
相
当
す
る
し
、
何
よ
り
も
散
騎
常
侍
の
官
名
に
お
い
て
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
侍
従
の
「
規
諫
」
に
相
当
す
る
も
の

は
「
規
調
」
「
規
諫
」
「
謳
諭
」
「
颯
諫
」
で
あ
り
、
侍
従
の
「
拾
遺
」
「
補
閾
」
は
彼
の
官
名
を
そ
の
ま
ま
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
令
制
で
は
門
下
省
相
当
官
司
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
唐
制
に
お
け
る
左
右
の
別
を
や
め
て
単
一
と
し
て
こ
れ
を
中
書
省
相

当
官
司
た
る
中
務
省
に
つ
け
た
が
、
門
下
省
系
統
の
少
納
言
を
太
政
官
に
加
え
る
い
っ
ぽ
う
、
こ
れ
を
侍
従
と
し
て
中
務
省
に
も
属
け
た
。

だ
か
ら
強
い
て
言
え
ば
少
納
言
三
人
が
唐
制
門
下
省
の
左
散
騎
常
侍
・
補
闘
・
拾
遺
の
系
列
に
、
そ
れ
以
外
の
侍
従
五
人
が
中
書
省
の

右
散
騎
常
侍
・
補
閾
・
拾
遺
の
系
統
に
連
な
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
侍
従
・
規
諌
の
官
制
が
唐
に
く
ら
べ
て
著
る
し
く
整
理
さ
れ
単
純
化
さ
れ
て
い
る
の
も
、
わ
が
令
制
の
一
特
色
で
あ
る
。
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中務省に関する一考察（黛）

　
で
は
、
日
本
で
は
規
諌
と
い
う
こ
と
が
、
と
く
に
軽
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
わ
が
令
で
規
諫
と
い
う
こ
と
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
令
義
解
に
よ
れ
ば
、
中
務
大
輔
は
「
掌
同
レ
卿
。
唯
規
諫
、

不
二
献
替
ご
と
い
う
か
ら
、
「
規
諫
」
と
「
献
替
」
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
差
は
如
何
と
い
う
と
、
同
じ
く

義
解
に
「
謂
、
以
レ
恩
正
レ
君
日
レ
規
。
以
レ
義
匡
レ
主
日
レ
諌
、
其
所
昌
献
替
一
者
大
、
而
所
＝
規
諫
一
者
少
。
事
既
有
二
大
少
一
（
集
解
は
小
に

作
る
）
。
故
立
レ
制
不
レ
同
。
若
無
レ
卿
者
、
亦
得
二
献
替
一
也
。
」
と
あ
り
、
事
大
な
れ
ぽ
献
替
、
小
な
れ
ぽ
規
諫
と
し
、
し
た
が
っ
て
規
諫

す
る
こ
と
を
得
て
も
献
替
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ざ
る
者
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
説
は
令
集
解
の
「
師
説
（
釈

説
所
引
か
）
」
や
「
跡
記
」
に
も
見
え
る
か
ら
、
当
時
の
学
者
の
一
般
に
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
　
「
献
替
」
と

「
規
諌
」
に
本
来
そ
の
よ
う
な
差
違
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
「
六
典
」
に
よ
れ
ば
「
凡
諌
有
五
、
一
日
謁
諌
、
二
日
順
諌
、
三
日
規
諌
、
四
日
致
諫
、
五
日
直
諌
。
」
と
い
う
（
諌
議
大
夫
の
項
）
。

し
た
が
っ
て
散
騎
常
侍
の
職
掌
に
見
え
る
「
規
課
」
は
「
規
諫
」
・
「
颯
諌
」
の
意
で
あ
ろ
う
し
、
諫
議
大
夫
の
「
規
諌
謁
諭
」
も
ほ

ぼ
同
意
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
如
く
散
騎
常
侍
は
従
三
品
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
「
献
替
」
を
そ
の
職
務
の
一
つ
と
す
る
中
書
令
・
門
下
侍

中
は
正
三
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
「
献
替
」
と
「
規
諌
」
に
事
の
大
小
を
考
う
べ
き
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

唐
制
に
お
け
る
「
献
替
」
と
「
規
諫
」
は
事
の
性
質
に
よ
る
相
違
と
解
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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大
納
言
　
敷
奏
、
宣
旨
、
侍
従
、
献
替

少
納
言
　
奏
宣
小
事
ー
．

（
侍
従
と
し
て
）
　
　
（
常
侍
、く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

規
諌
、
拾
遺
、
補
閾
）

　
　
　
　
く
　
　
　
ミ

中
務
卿
　
　
侍
従
、
献
替

中
務
大
輔
　
掌
同
卿
、
唯
規
諫
、
不
献
替
（
侍
従
、
規
諫
）

侍
従

ミ
　
　
　
　
く
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　

常
侍
、
規
諫
、
拾
遺
、
補
閾
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と
こ
ろ
が
、
わ
が
令
制
で
は
官
の
高
下
が
「
献
替
」
と
「
規
諫
」
の
差
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
両
者
は
ど
う
し
て
も
事
の
大
小

と
解
す
る
他
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
前
表
を
見
れ
ぽ
明
瞭
で
あ
る
。

　
大
納
言
と
少
納
言
、
中
務
卿
と
中
務
大
輔
・
侍
従
は
そ
れ
ぞ
れ
互
に
よ
く
似
た
職
掌
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
事
の
大
小
が
あ

り
、
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
あ
ざ
や
か
な
対
照
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
侍
従
は
唐
制
の
門
下
省
に
属
す
る
左
散
騎
常
侍
・
左
補
闘
・
左
拾
遺
と
中
書
省
に
属
す
る
右
散
騎
常
侍
・

右
補
闘
・
右
拾
遺
と
を
合
わ
せ
成
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
先
に
考
察
し
た
中
務
省
な
い
し
中
務
卿
の
職
掌
が
門
下
・
中
書
両
省
あ
る
い

は
門
下
侍
中
・
中
書
令
の
そ
れ
を
取
捨
合
成
し
た
も
の
と
述
べ
た
と
こ
ろ
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

五
　
内
舎
　
人

　
前
節
と
同
様
の
目
的
を
も
っ
て
此
節
で
は
内
舎
人
を
扱
っ
て
み
た
い
。

　
内
舎
人
に
つ
い
て
は
職
員
令
義
解
に
定
員
を
九
十
人
と
し
、
そ
の
職
掌
を
「
帯
レ
刀
宿
衛
、
供
コ
奉
雑
使
一
、
若
駕
行
分
劃
衛
前
後
ご

と
規
定
し
て
い
る
が
、
官
位
令
に
は
そ
の
名
が
見
え
ず
、
所
謂
官
位
相
当
の
官
で
は
な
い
。
そ
の
出
身
法
は
軍
防
令
に
よ
れ
ば
五
位
以

上
の
貴
族
の
子
孫
で
年
二
十
一
才
以
上
に
な
っ
て
も
役
任
が
な
い
者
の
中
か
ら
性
識
総
敏
に
し
て
儀
容
取
る
べ
き
も
の
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
（
但
し
三
位
以
上
の
貴
族
の
子
は
例
外
な
く
内
舎
人
に
補
せ
ら
れ
た
）
。
選
に
洩
れ
た
も
の
は
大
舎
人
・
東
宮
舎
人
・
中
宮
舎
人
な
ど
に

補
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
内
舎
人
は
貴
族
の
子
弟
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
天
皇
の
側
近
に
奉
仕
す
る
軍
事
集

団
で
あ
り
、
ま
た
内
舎
人
と
な
っ
た
貴
族
の
子
弟
自
身
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
長
い
官
僚
生
活
の
首
途
を
も
意
味
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
内
舎
人
は
官
人
と
し
て
は
帯
刀
し
て
い
て
も
武
官
で
ぱ
な
く
文
官
の
扱
い
を
う
け
た
（
公
式
令
内
外
諸
司
条
）
が
、
こ
れ
は

中
務
丞
以
上
が
帯
刀
す
る
と
錐
も
な
お
文
官
で
あ
る
の
に
一
致
し
て
お
り
（
公
式
令
義
解
）
、
内
舎
人
を
中
務
丞
（
従
六
位
上
相
当
）
に
準
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ず
る
も
の
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
藤
原
仲
麻
呂
が
内
舎
人
か
ら
大
学
少
允
（
従
七
位
上
相
当
）
に
遷
っ
た
の
は
低
き
に
す
ぎ

る
と
し
て
も
、
彼
の
兄
曲
豆
成
が
内
舎
人
か
ら
兵
部
大
丞
（
正
六
位
下
相
当
）
に
、
彼
ら
の
父
武
智
麻
呂
が
中
判
事
（
同
上
）
に
遷
任
さ
れ
た

事
例
は
ほ
ぼ
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
刑
の
執
行
に
つ
い
て
も
内
舎
人
に
優
遇
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
儀
制
令
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
内
外
官
人
条
）
。

　
内
舎
人
の
職
掌
に
つ
い
て
令
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
宮
衛
令
献
軍
器
条
、
軍
防
令
節
刀
条
、
同
令
有
所
征
討
条
、
公
式
令
諸
王
五
位
以

上
条
等
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
後
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
、
内
舎
人
の
唐
名
を
手
が
か
り
に
唐
の
制
度
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
内
舎
人
の
唐
名
は
通
事
舎
人
、
給
事
舎
人
、
千
牛
備
身
等
で
あ
る
（
読
史
備
要
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
数
種
の
唐
名
が
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
内
舎
人
の
性
格
が
唐
制
で
は
簡
単
に
説
明
し
得
な
い
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
通
事
舎
人
（
十
六
人
従
六
品
上
）
に
つ
い
て
六
典
の
記
す
と
こ
ろ
を
列
挙
し
、
こ
れ
を
内
舎
人
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
通
事
舎
人

　
凡
近
臣
入
侍
、
文
武
就
列
、
則
引
以
進
退
、
而
告
其
拝
起
出

入
之
節
、

　
凡
四
方
通
表
、
華
夷
納
貢
、
皆
受
而
進
之

　
凡
軍
旅
之
出
則
受
命
慰
労
而
遣
之
、
既
行
則
毎
月
存
問
将
士

之
家
、
以
視
其
疾
苦
、
凱
還
則
郊
邊
之
皆
復
命
。

　
内
舎
人

（
参
考
）

凡
有
献
軍
器
戒
伎
等
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

即
令
内
舎
人
、
随
献
人
将
入
（
宮
衛
令
）

　
凡
有
所
征
討
計
行
人
満
三
千
以
上
兵
馬
発
日
、
侍
従
充
使
、
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

勅
慰
労
発
遣
、
其
防
人
満
一
千
以
上
、
発
日
遣
内
舎
人
発
遣
（
軍

防
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
凡
大
将
出
征
皆
授
節
刀
…
…
其
家
在
京
者
、
毎
月
一
遣
内
舎
人

存
問
、
若
有
疾
病
者
、
給
医
薬
。
凱
旋
之
日
、
遣
使
郊
労
　
（
軍
防

令
）
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凡
致
仕
之
臣
与
邦
之
垂
老
時
巡
間
亦
如
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
諸
王
五
位
以
上
、
諸
臣
三
位
以
上
、
致
仕
身
在
畿
内
、
毎
季
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
位
以
上
、
毎
年
、
並
令
内
舎
人
一
巡
間
、
奏
聞
安
不

　
右
に
よ
れ
ば
内
舎
人
は
そ
の
職
務
に
お
い
て
通
事
舎
人
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
通
事
舎
人
が
従
六
品
上
の
品
階
を

有
す
る
点
、
朝
見
・
引
納
を
職
と
す
る
点
は
内
舎
人
と
異
な
る
し
、
い
っ
ぽ
う
内
舎
人
が
帯
刀
宿
衛
を
任
と
す
る
点
で
通
事
舎
人
と
は

大
い
に
異
な
る
。
給
事
舎
人
は
六
典
や
通
典
に
見
え
な
い
が
、
通
典
に
通
事
舎
人
を
説
明
し
て
「
謁
者
（
通
事
舎
人
の
古
名
）
初
上
官
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

日
二
灌
（
見
習
の
意
）
謁
者
一
、
満
歳
称
一
一
給
事
二
」
と
あ
る
か
ら
、
給
事
舎
人
と
通
事
舎
人
と
は
同
じ
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
で
は
内
舎
人
の
い
ま
ひ
と
つ
の
唐
名
千
牛
備
身
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
左
右
千
牛
衛
に
属
す
る
も
の

で
、
通
典
に
「
左
右
千
牛
備
芽
各
十
二
人
。
掌
執
御
刀
（
千
牛
刀
）
宿
衛
侍
従
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に

「
備
身
左
右
十
二
人
。
〈
執
御
刀
弓
箭
宿
衛
侍
省
〉
」
（
通
典
）
、
「
備
身
各
一
百
人
く
掌
宿
衛
侍
従
V
」
（
同
上
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
相
当
の
品
階
が
な
い
と
い
う
点
で
内
舎
人
に
近
似
す
る
し
、
就
中
、
千
牛
備
身
は
、
伎
を
帯
し
て
宿
衛
侍
従
す
る
点
で
内

舎
人
に
最
も
近
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
千
牛
備
身
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
通
典
に
よ
れ
ぽ
、

千
牛
備
身
は
「
皆
以
　
高
蔭
子
弟
年
少
姿
容
美
麗
者
｝
補
之
。
花
鍋
繍
服
、
衣
緑
執
象
、
為
・
一
貴
冑
起
家
之
良
選
己
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
出
身
に
お
い
て
わ
が
内
舎
人
に
酷
似
す
る
。
内
舎
人
の
唐
名
を
千
牛
備
身
と
す
る
一
説
は
、
さ
き
の
通
事
舎
人
よ
り
多
く
の
点
で
妥

当
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
通
事
舎
人
が
千
牛
衛
と
職
務
の
上
で
相
関
渉
す
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

六
典
に
千
牛
衛
中
郎
将
の
職
掌
を
説
明
し
て
「
若
有
＝
口
敷
↓
通
事
舎
人
承
受
伝
二
声
於
階
下
↓
不
レ
聞
者
則
中
郎
将
宣
一
左
口
之
ご
と
あ
る

よ
う
に
通
事
舎
人
と
千
牛
衛
中
郎
将
と
は
互
に
関
連
し
た
職
務
に
携
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
内
舎
人
を
或
は
通
事
舎
人
と
し
、

或
は
千
牛
備
身
と
す
る
こ
と
は
以
上
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
千
牛
備
身
説
に
難
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
千
牛
備
身
が
千

牛
衛
と
い
う
衛
府
す
な
わ
ち
純
然
た
る
軍
事
集
団
に
属
す
る
、
紛
う
か
た
な
き
武
官
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
内
舎
人
は
中
務
省
と
い
う
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事
務
官
庁
に
属
し
、
帯
伎
は
し
て
も
武
官
で
は
な
く
文
官
と
し
て
待
遇
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
内
舎
人
の
職
務
と
所
属
に
関
し
て
は
中
書
省
所
属
の
通
事
舎
人
に
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
身
（
相
当
の
位
階
が
な

い
ア
」
と
も
含
め
て
）
と
帯
刀
宿
衛
の
二
点
に
つ
い
て
は
千
牛
備
身
を
模
倣
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
後
者
に
よ
り

多
く
倣
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
、
か
か
る
高
蔭
子
弟
の
出
身
者
を
唐
で
は
武
官
と
し
て
衛
府
に
所
属
せ
し
め
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
こ
れ
を
文
官
と
し

て
中
務
省
に
属
け
た
点
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
わ
が
「
令
制
の
舎
人
は
、
官
人
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
官
人
の
供
給
源
、
昇
進
の
出
発

点
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
が
」
（
古
典
大
系
「
日
本
書
紀
下
」
補
注
2
9
1
）
、
と
く
に
内
舎
人
は
上
級
官
人
の
供
給
源
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
上
級
官
人
の
中
で
武
官
は
兵
部
卿
（
正
四
位
下
）
、
兵
部
大
輔
（
正
五
位
下
）
、
兵
部
少
輔
（
従
五
位
下
）
、
衛
門
督
・
左
右
衛
士
督
（
正

五
位
上
）
、
左
右
大
舎
人
頭
・
左
右
兵
衛
督
・
左
右
馬
頭
・
左
右
兵
庫
頭
（
従
五
位
上
）
、
衛
門
佐
・
左
右
衛
士
佐
（
従
五
位
下
）
等
僅
か
十
数

名
に
す
ぎ
な
い
が
、
文
官
は
太
政
大
臣
以
下
上
国
守
に
い
た
る
ま
で
百
数
十
名
の
多
き
に
達
す
る
か
ら
、
こ
れ
ら
上
級
官
人
の
供
給
源

と
し
て
の
内
舎
人
を
文
官
と
し
て
取
扱
っ
た
理
由
の
一
半
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
で
は
そ
の
出
身
に
お
い
て
内
舎
人
に
類
似
す
る
唐
の
千
牛
備
身
が
衛
府
に
属
す
る
武
官
と
さ
れ
た
こ
と
の
説
明
に

は
な
ら
な
い
が
、
い
ま
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
の
能
力
と
時
間
を
も
た
な
い
の
で
、
他
日
を
期
す
る
他
は
な
い
。
　
　
　
’

　
た
だ
、
日
本
で
は
大
化
前
代
以
来
、
天
皇
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
畿
内
豪
族
（
そ
の
有
力
な
も
の
は
律
令
制
下
で
も
上
級
官
人
と
し
て
そ
の

地
位
を
実
質
的
に
は
保
持
し
た
）
と
の
親
近
関
係
に
は
き
わ
め
て
密
接
な
る
も
の
が
あ
り
、
令
に
定
め
ら
れ
た
蔭
位
の
制
が
唐
の
資
蔭
の

制
に
比
較
し
て
、
甚
し
く
有
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
人
の
夙
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
の
下
に
定
め
ら
れ
た
内

舎
人
の
制
は
、
こ
れ
を
天
皇
の
秘
書
官
府
と
も
い
う
べ
き
中
務
省
に
所
属
せ
し
め
、
天
皇
の
身
辺
に
日
夜
砥
候
し
て
親
近
感
を
養
わ
せ
、

い
っ
ぼ
う
天
皇
の
側
か
ら
み
れ
ぽ
、
そ
の
才
能
と
忠
誠
を
宿
衛
と
雑
使
に
お
い
て
試
み
、
将
来
の
任
用
に
備
え
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
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っ
た
と
し
て
よ
い
。
内
舎
人
九
十
人
を
天
皇
の
親
衛
軍
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
意
味
で
は
中
務
省
被

管
の
左
右
大
舎
人
寮
の
大
舎
人
左
右
各
八
百
人
、
計
千
六
百
人
の
方
か
は
る
か
に
重
要
な
意
昧
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
内
舎
人
の
本
義
は

貴
族
の
子
弟
の
試
用
に
あ
つ
た
と
み
る
べ
き
で
、
そ
れ
故
天
皇
の
最
も
身
近
か
な
官
庁
た
る
中
務
省
に
配
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
千
六
百
人
と
い
う
多
数
に
の
ほ
る
大
舎
人
が
、
衛
府
と
は
別
に
中
務
省
の
配
下
に
属
し
た
こ
と
は
、
衛
府
が
大
化
前
代
以
来

の
伝
統
を
負
っ
て
氏
族
的
色
彩
か
強
く
、
そ
の
た
め
純
粋
な
意
味
で
の
天
皇
親
衛
軍
た
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
令
制
で
あ
ら

た
め
て
天
皇
親
衛
軍
と
し
て
の
左
右
大
舎
人
寮
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
位
子
の
上
等
な
る
者
を
大
舎
人
と
し
、

中
等
を
兵
衛
と
す
る
定
め
（
軍
防
令
）
も
右
の
意
図
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
内
舎
人
を
衛
府
に
配
属
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
右
と

同
様
な
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
内
舎
人
の
創
設
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
舎
人
の
制
が
天
武
朝
の
所
産
で
あ
る
こ
と
は
日
本
書
紀
の
明
記
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
天
武
紀
二
年
五
月
朔
条
）
が
、
内
舎
人
と
い
う
も
の
を
設
け
た
の
は
大
宝
令
が
は
じ
め
で
あ
る
。
続
紀
大
宝
元
年
六
月
癸
卯

条
に
「
始
補
昌
内
舎
人
九
十
人
一
。
於
二
太
政
官
「
列
見
」
と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
立
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
宝
令
に
お
い
て
従
来
の

中
官
を
中
務
省
と
改
名
し
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
新
設
の
内
舎
人
が
中
務
省
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
内
舎

人
が
中
書
省
の
通
事
舎
人
、
千
牛
衛
の
千
牛
備
身
の
両
方
の
性
格
を
併
有
す
る
こ
と
も
、
中
務
省
の
性
格
が
決
し
て
単
純
な
も
の
で
な

い
こ
と
の
一
証
で
あ
る
。

100一

む
　
す
　
び

　
中
務
省
に
関
し
て
は
、
内
記
・
監
物
・
主
鈴
・
典
錨
等
、
論
す
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
も
考
察
し
て
は
じ
め
て
中

務
省
の
性
格
に
つ
き
一
応
の
結
論
の
よ
う
な
も
の
が
出
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
、
そ
こ
ま
で
論
じ
る
余
裕
が
な
い
の



で
後
考
を
侯
つ
こ
と
と
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
中
務
省
被
管
の
中
宮
職
、
左
右
大
舎
人
・
図
書
・
内
蔵
・
縫
殿
・
陰
陽
の
諸
寮
、
画

工
・
内
薬
・
内
礼
の
諸
司
に
つ
い
て
の
検
討
を
も
試
み
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
律
令
官
制
の
中
に
占
め
る
中
務
省

の
位
置
・
特
性
も
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
し
、
太
政
官
制
の
解
明
も
そ
の
よ
う
な
基
礎
的
考
察
を
必
須
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ

き
多
少
の
用
意
は
あ
る
が
、
す
べ
て
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。

　
本
稿
で
は
中
務
省
の
成
立
と
そ
の
特
性
に
つ
き
、
唐
制
と
の
比
較
を
通
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
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